
 

 

  

 

「あなたの声、心に届け」 

 先週の台風により、予定されていた道徳地区公開講座が延期になってしまいました。い

つか開催する予定ではありますが、日程が決まり次第、お知らせいたしますね。地区公開

講座ではありませんが、道徳の授業は続いていますので、日頃の道徳の授業を今回、少し

ご紹介いたします。今年も学年の先生がローテーションで各クラスを回っています。その

中の題材の一つとして、「あなたの声、心に届け」という教材があります。実際に第４４回

「少年の主張全国大会～わたしの主張２０２２～」の受賞作品がもとになっています。山

梨県在住の前橋真子さん(当時中学３年生)の妹について、生まれつき音

が聞こえない重度難聴で左耳に補聴器、右耳に人工内耳をつけていて、

その妹と自分のことについて書かれている作品です。補聴器を新調する

にあたり、自分の薦めた髪の毛と同調した色のものと違い、妹が選んだ

ものは誰もが目につく黄色い補聴器でした。妹の障がいにこだわってい

たのは自分自身だったことにハッと気が付く、というものでした。誰に

でもあると思いますが無意識の思い込み（アンコンシャスバイアス）は、多くの場合、無意

識なので気づきにくく、悪気はありません。妹のことを思い姉が抱いていた思い込みは、

誰しもありがちなことかと思います。姉の心配する気持ちも理解しつつ、そんな心配をす

ることのない、誰もが自分らしく生きることができる世の中であれば良いですよね。皆さ

んに今回の道徳についての意見や考えを書いてもらいました。 

＊個人的に、「外見を気にしている人」は、みんなと同じじゃないと恥ずかしい、と思って

いる印象。多様性は大事だと思った。 

＊多様性を認め、受け入れられる人間でありたいと思います。 

＊私は笑われたり馬鹿にされたりするのが怖いからありのままの自分を見せるのは信頼で

きる人だけにしています。でもこの話を知って、自分の個性やありのままの姿を隠す必

要はないのだと気付きました。 

＊障がいは悪いことでもなく、変に思うことでもない。周りの目を気にせず自分らしく生

活することが大事だと思う。 

＊違いをなくすことはできないからそれを「個性」にできるようにしたい。 

全部は紹介しきれませんが、皆さん自分なりの考えや思いを書いてくれました。ありが

とう。読んでいると、「なるほど」と納得し、いろいろと気付かされる内容でした。 

～来週の予定～ 

 

第二学年だより 
町田市立薬師中学校 

    第２学年 
   令和８年７月３日 

    第 1３号 

月・日・曜日 予       定 

７月 ６日（月） 安全指導 

  ７日（火） 専門委員会 

8 日（水） 職員会議のため再登校の場合１６時 

9 日（木） 評議会 

10 日（金） 午前授業                          漢検14:00～15:00 


